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研究成果の概要（和文）：本研究は、帝政ロシア統治期（1867-1917 年）の中央アジア南部定住地域における帝
国政府内省庁、企業家、植民地当局といった様々な主体の間での開発をめぐる議論と実践が、同地域の現地政
権・社会によって維持されてきた土地制度・水利慣行の実態となぜ乖離していたのかを明らかにしてきた。本研
究は、アムダリヤのカスピ海への転流計画に代表される大規模灌漑計画が、各オアシス地域の特質を踏まえた土
地改良事業に優先されていたことを明らかにし、そうした決定の背景にイギリスとの「グレートゲーム」に見ら
れる対外的要因が働いていたことを明らかにした。
研究成果の概要（英文）：This research aimed at analyzing the inconsistency existed between the 
development projects initiated by various entities such as ministries, entrepreneurs and colonial 
authorities of the Russian Empire, and the local practices of land use and water management in the 
southern Central Asian oases under the Imperial Russian rule (1867-1917). This study argued that the
 large-scale irrigation projects represented by the diversion of the Amu River to the Caspian Sea 
were given precedence over the land improvement project fitted with the environment of each oases 
area, decision making process of which was heavily effected by the external factor of Imperial 
colonial rule in Central Asia - "Great Game", that is a rally with Britain over Central Asia and its
 neighboring regions.
研究分野：中央ユーラシア史
キーワード： ヒヴァ・ハン国　ロシア帝国　グレートゲーム　アムダリヤの転流計画　トルクメン　灌漑史　中央ア
ジア近現代史
  １版
様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、『中央アジア灌漑史序説』
（風響社、2014 年）において、19 世紀から
20世紀初頭にかけてのホラズムでは、遊牧集
団が定住民との紐帯を失いオアシス内から
徐々に排除されていくとともに、外部集団
（帝政ロシア政府と企業家など）の利害が水
資源に反映されることで、現地政権が人工灌
漑網の管理能力を喪失していったと指摘し
た。そして今後の課題として、近年進展を見
ているロシア帝国論研究に中央アジア社会
特有の灌漑史の視点を取り入れ、灌漑事業に
関与した多様な主体とそれらの間の関係か
ら見えてくる新たな帝国論を構築すべきで
あると提案した。 
２．研究の目的 
本研究は、これまで申請者が帝政ロシア進
出前後（19-20 世紀初頭）のホラズム地方の
社会の存立に不可欠な灌漑の歴史的展開を
軸に、その地域的特質を解明してきた研究成
果を踏まえ、帝政ロシア統治期（1867-1917
年）の中央アジア南部定住地域における帝国
政府内省庁、企業家、植民地当局といった
様々な主体の間での開発をめぐる議論と実
践が、同地域の現地政権・社会によって維持
されてきた土地制度・水利慣行の実態となぜ
乖離していたのかを明らかにしてきた。さら
に、その乖離を、帝国権力と現地社会という
二項対立に収斂するのではなく、帝国内の
様々な主体および主体間の関係が生み出し
たものとして捉えなおし、新たな近代ロシア
帝国像の構築を試みた。 
３．研究の方法 
本研究は、19 世紀後半から 20 世紀初頭に
かけて帝政ロシアの政府、企業家、植民地当
局など様々な主体が、乾燥地域に位置する中
央アジア南部定住地域において計画した灌
漑開発と、現地の土地制度・水利慣行の実態
との乖離の諸要因を分析することを通して、
帝国権力と現地社会の二項対立論に収斂し
ない、新たな近代ロシア帝国像の構築を目指
す。具体的には①開発の理念と実践、②開発
の背景をなす、おもに商業史の観点からのロ
シアと中央アジアの結びつきの変化、③現地
社会の土地・水利制度の実態を、ロシア、中
央アジア各国の文書館での未公刊文書（ロシ
ア語、ペルシア語、テュルク語）の調査・分
析を通して解明する。これら三つの取り組み
に関して、年度ごとに国内外での学会報告、
和文・英文での論文化によって成果公表を行
うとともに、最終年度には研究課題名に即し
た単著の刊行によって、個々の取り組みの成
果を統合する。 
４．研究成果 
 2014年度は 4回、のべ 1カ月半にわたり、
ウズベキスタン共和国中央国立文書館、ロシ
ア国立歴史文書館、同国公共図書館において、
ロシア帝国の河川転流計画（アムダリヤのカ
スピ海への転流計画）に関する文書史料を閲
覧、複写した。またロシア科学アカデミー東
洋写本研究所では、1870年代の村落調査の記
録など中央アジア現地社会（ホラズム地方）
の水利慣行に関する史料を閲覧、筆写した。 
調査時に収集した史料の分析を進めるとと
もに、1890年代ロシア帝国の地方統治機関・
トルキスタン総督府による河川転流計画の
追求がもたらした運河建設の現地社会への
影響を論じた英語論文（“Povorot and the 
Khanate of Khiva: a new canal and the birth of 
ethnic conflict in the Khorazm oasis, 
1870s-1890s,” Central Asian Survey, 33-2, pp. 
232-245）を刊行し、また水利慣行に関する史
料の紹介、および土地・水利制度と徴税・軍
事制度との具体的な関係を検討する内容の
国際学会報告を行った。これらの研究成果を
通して、ロシア帝国の地方統治機関の開発計
画と現地社会の水利慣行との齟齬がより具
体的に明らかになったが、同帝国の中央政府
の開発計画立案過程およびそれに対する地
方統治機関内での議論の展開については次
年度以降詳細な考察が必要となる。なお、本
研究課題およびその基盤となった先行の研
究課題（「ロシア進出前後の中央アジア社会
に関する歴史地域学の試み」）の成果に対し、
第 4回地域研究コンソーシアム賞登竜賞およ
び平成 26 年度筑波大学若手教員奨励賞を受
賞した。 
2015 年度は、帝政末期ロシアのモスクワ、
サンクト・ペテルブルグの企業家たちが立案
した中央アジアでの灌漑計画に関する公刊、
未公刊の史料収集、およびそれらに対する帝
政ロシア当局の関連史料の収集・検討を計画
していたが、それはロシア（2 回）およびウ
ズベキスタン（1 回）での調査によってその
所期の目的を達成した。史資料収集を行った
のは、サンクト・ペテルブルグに所在するロ
シア国立歴史文書館（RGIA）、ロシア地理学
協会（RGO）文書室、ロシア国民図書館（RNB）、
ロシア科学アカデミー東洋写本研究所
（IVVRAN）、およびウズベキスタン共和国タ
シュケント市に所在するウズベキスタン中
央国立文書館（TsGARUz）である。また前年
度の史資料収集の成果として、18-19 世紀の
オレンブルグを基点としたロシア＝中央ア
ジア間の隊商交易の展開および取引の実態
に関する報告を、2015年 8月に幕張で開催さ
れた ICCEES（国際中東欧研究学会）におい
て行った。それ以外にワークショップ等で 4
回（英語 1回、日本語 3回）の関連報告を行
っている。さらに 19 世紀後半のアムダリヤ
下流域における灌漑計画の失敗の背景に、当
時のロシア帝国の対外関係、河川交通を重視
する軍事戦略があったことを明らかにした
論文を査読誌に投稿した。これらの成果を通
じて、企業家の中央アジア進出の前提をなす
18 世紀以降のロシアと中央アジアの商業関
係の全体像と特徴を把握することができた。 
2016年度は、ロシアにおいて 2回（4-5月、
10-11 月ののべ 3 週間）の文書館調査を実施
し、おもに土地整理農業総局の諸部局（土地
改良局など）の諸文書の収集・分析を行った。
また、ウズベキスタン（2016年 9月）および
カザフスタン（2017年 2月）に滞在した機会
を利用し、ウズベキスタン共和国中央国立文
書館等において関連史資料の収集を行った。
研究成果の公表に関しては、2016 年 5 月 25
日、嶺南大学（香港）において開催された国
際ワークショップ「Empires of Water: Water 
Management and Politics in the Arid Regions of 
China, Central Eurasia and the Middle East 
(16th-20th centuries)」において、帝政末期ロシ
アで審議されたトルキスタンにおける水利
権法の制定過程に関する研究報告「Toward 
Writing an Irrigation History of Modern Central 
Asia: An Analysis of the Deliberation Process 
behind the 1917 Water Law of Russian 
Turkistan」を実施したほか、6 件の研究報告
（うち国際学会報告 2件）を行った。これら
の研究報告のうち、19世紀のロシア＝中央ア
ジア間の商取引について、1851年露清間で締
結された伊犁通商条約に反映されたロシア
の中央アジア方面における外交、通商政策に
関する関連論文を投稿中である。 
2017 年度には、ロシア、ウズベキスタン、
ジョージアにおいてのべ 1 か月程度の文書
館調査およびフィールド調査を実施した。収
集した史料は、ロシア国立海軍文書館に所蔵
されるアラル海艦隊、アムダリヤ艦隊に関連
する文書、およびジョージア国立文書館に所
蔵される、1860-1870 年代コーカサス総督府
が主導したアラル海＝カスピ海間の地理、交
通に関する調査の記録文書が中心である。ま
た 2018 年 1 月には民族史、同年 2 月には都
市史の観点から、帝国論および開発をめぐる
議論に関する国際ワークショップを実施し
た。またこれらのワークショップの前提とし
て、『歴史と地理 地理の研究』第 196 号に
「中央アジア乾燥地域の都市と水資源―ヒ
ヴァ―」と題する小文を刊行し、議論を整理
した。 
本研究全体の成果出版物である英文単著
は、現在 Palgrave Macmillan 社からの出版を
目指して取り組んでいる。また今回の研究プ
ロジェクトの実施期間中に、現地の土地制度
や水利慣行に関する知識が、ソ連の公式イデ
オロギーに適合する部分のみ切り取られて
整理されていることが明らかになった。今後
18世紀から現在に至る実証的・網羅的な水利
慣行に関する情報の整理が必要である。その
ため 2018 年度からは、文献収集とフィール
ドワークによる口述資料の収集にもとづき
現地社会における水利の在来知を分析する
作業に重点を置く予定である。 
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